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はじめに
1871年 Lorainが脳下垂体と保儒との関係を記
載して以来，かなり多くの症例が報告されてきてい
る0・こ ζには，研修期間中に遭遇した 1例と，併せ 
て最近の診断および治療について文献的に報告す
る。
症例
患者は 15才女。満期安産，生下時体重2063g，妊
娠経過順調。 2男6女の 7番目 (5女)。 家族，親
族に保儒(一)07才の時肺炎に擢患，他lζ著患(一)。
知能の発育も小学で 180人中 7 8番， 中学で 180，"，， 
人中 18，"，， 23番と上位の成績で良好で、あった。 39年
9月初潮があったが (12'""13日持続，少量)，その
後 14カ月後の現在迄月経をみない。
来院時:顔貌浮腫状。軽度の貧血の他，常例的
検査では異常(ー〉。身長 125.4cm， 体重 30.0kg， 
胸囲 66.5cm，座高 70.0cmと9'"10才相当 (39年
厚生の指標「国民衛生の動向J参照)。 各部の不均
衡(一)。服毛・恥毛(一〉。声音小児様。糖負荷試験
正常。血清蛋白 8.7gjdl，血清コレステロール 324.5
mgjdl: BMR = -16'""-20% (Readの式で)，
血中 T4定量 1.8， 1山 T3 Resin uptake 24.9%: 
Thorn試験 69.6%，尿中 17-KS10.2 mgjday，水
試験正常。 ー
レ線頭部単純では腫蕩を思わせる陰影なし。手根
骨の化骨像は 10才相当。
鑑別診断
下垂体性保儒と鑑別を要するものとして， 1)甲 
状腺性・ 2)肝性・ 3)心臓性・ 4)腸性{朱儒などが 
あるが，本症例ではめとの鑑別が重要である。知 
能障碍のないことと生殖器発育遅延とから，本症例 
の甲状腺機能低下は二次的と考えた。 
メトピロン試験について 
下垂体機能検査法として種々のものがあるが， 乙 
こでは紙数の都合上 III-1)との鑑別応用いられる
検査法に限定する。従来用いられてきた TSH試験 
は小病院では実施が困難である。乙の点最近登場し
た Metopirone(Mepyrapone)試験(1)(2)は，尿中
17-0HCS測定可能な検査室をもっととろでは簡単
に行いうるものである。
本試験は，血中 Cortisol値が低下すればフィー
ドパック機構により下垂体からの ACTH分泌は増
加するという原理を応用したもので，汎下垂体機能
低下症において二次的K粘液水腫を来した場合，甲
状腺原発の粘液水腫との鑑別iζ際し，後者ではメト
ピロンに対しほぼ正常の反応を示すが，前者では反
応がないことにより鑑別する。 
治 療
本症の治療に，人および猿の下垂体より抽出した
成長ホルモシが有効であるととが認められている (3)
(4) (5)。成長ホ Jレモン 2'""3mgjday，週 3回筋注を甲
状腺末，蛋白同化ステロイドなどと併用し，男性に
は男性ホノレモン，女性には卵胞ホノレモンを投与する
〈本症例では IV，Vは今後実施追求の予定である〉。
おわりに 
下垂体性保儒の 1例を報告し，小病院における下
垂体保儒と甲状腺性保儒との鑑別には，メトピロン 
試験が有望であることを強調した。
最後に，本症例について御指導下さった静岡県浦
川診療所長野末茂昭先生，第一外科奥井先生，小児
科数馬・宍倉両先生に感謝致します。
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